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研究成果の概要（和文）：  

戦後ドイツ社会政策の基本原則である社会的市場経済概念のもとで望ましいとされる社会政
策には、①一次分配を重視し、二次分配を最小限に抑えようとするオイケン型、②二次分配を
重視するミュラー＝アルマック型、③二次分配と一次分配を重視しつつも、前者から後者へと
力点を移すことを主張するエアハルト型の 3 つの型が存在するとし、公的年金保険制度と最低
生活保障制度の考察を通じて、昨今のドイツ社会政策にはエアハルト型の影響が色濃くみられ
ると結論づけた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the “Social Market Economy” concept, the basic principle of the German post-war social 
and economic policy, there are three variations (types) of social policy thought to be 
desirable; ①Eucken type (emphasizing primary distribution, minimizing redistribution) 
②Müller-Armack type (emphasizing redistribution), ③Erhard type (emphasizing both 
primary distribution and redistribution, however claiming the shift of emphasis from the 
latter to the former). Through the consideration of the public pension system and 
subsistence benefit system it is concluded that the German current social policy is under 
the strong influence of the Erhard type.  
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１．研究開始当初の背景 
戦後ドイツにおける経済政策・社会政策の

基本原則であり理念でもある「社会的市場経
済（Soziale Marktwirtschaft）」概念に関す
る研究はドイツでは盛んであり、日本におい

てもなされている。また、その概念のもとで
志向される社会政策がどのような内容であ
るかを考察する試みもみられる。だが、志向
される社会政策の内容には、論者ごとに差異
がみられること、および、実際の政策がどの
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論者の考えに基づいて展開されているのか、
そして、当初の政策意図と実際の政策内容と
がどのように共通しているのか、あるいは乖
離しているのか、乖離している場合、その原
因は何であるのか（その時々の社会・経済状
況に起因するのか）、ということについては
これまで十分に考察されてこなかったよう
に見受けられる。ゆえに、本研究において着
手した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、①社会的市場経済概念の
影響下での社会政策論の展開の整理（社会的
市場経済のもとでどのような社会政策が望
ましいとされるかの考察）、②実際の社会政
策が、社会的市場経済のもとで望ましいとさ
れる社会政策論および時代状況の影響をど
のように受けたかの考察、である。 
 
３．研究の方法 
社会的市場経済概念のもとでどのような

社会政策論が望ましいとされるか、について
は、社会的市場経済概念、およびその理論的
基盤であるオルド自由主義
（Ordoliberalismus）、さらに、影響を与え
た社会理論であるキリスト教社会論、
Gesellschaftspolitik 論（総合社会政策論）に
関する論文を精読した。 
実際の社会政策が、社会的市場経済概念に

おいて望ましいとされる社会政策および時
代状況の影響をどのように受けているのか
については、公的年金保険制度（特に 2001
年年金改革以降の展開）と最低生活保障制度
（公的扶助制度と求職者基礎保障制度）（特
に 2005 年のハルツⅣ法改革以降の展開）に
焦点をあて、関連する文献および政策文書を
精読するとともに、ドイツにおいて、政策立
案に携わる関係者（連邦労働社会省、連邦雇
用エージェンシーなど）への聞き取り調査を
行った。 
 
４．研究成果 
 研究目標の①については、戦後ドイツにお
いて、社会的市場経済概念のもとで望ましい
とされる社会政策に関して 3 つの見解が区別
されることを明らかにし、それぞれの主要な
論者の名をとって、それらの見解を、オイケ
ン型、ミュラー＝アルマック型、エアハルト
型と称した。オイケン型は社会政策＝経済政
策（秩序政策）と捉え、一次分配を重視し、
二次分配を最小限に抑えようとする。ミュラ
ー＝アルマック型は社会政策＝経済政策+二
次分配政策（経過政策）と捉え、二次分配を
重視する。エアハルト型は社会政策＝経済政
策+二次分配政策+自助促進のためのインフ
ラ整備と捉え、一次分配と二次分配の両者を
尊重しつつも、後者から前者へと力点を移す

ことを主張する。そして、1970 年代半ば以
降、望ましいとされる社会政策の見解が、ミ
ュラー＝アルマック型からエアハルト型へ
と移行したと指摘した。 
 研究目標の②については、実際の社会政策
として公的年金保険制度と最低生活保障制
度に焦点をあて、それらの昨今の展開が社会
的市場経済において望ましいとされる社会
政策（エアハルト型）と、時代状況の影響を
どのように受けているかについての考察を
行った。 
 まず、最低生活保障制度については、とく
に 2005 年から開始された求職者基礎保障制
度（稼働能力を持つ困窮者に対する制度）に
ついては、その受給者を削減するために、失
業者に対するきめ細かな就労支援と並んで、
「上乗せ受給者」（就労しながら求職者基礎
保障を受給する者）への適切な対応（住宅手
当・所得控除などの拡充、受給者の家族構成
に応じた柔軟な給付形態の検討）が必要であ
ると指摘した。 
 次に、公的年金保険については、日本とは
異なり国民皆年金ではなく、しかも所得比例
年金のみで構成されることから生じる低年
金者・無年金者への保障がどのように構想さ
れているかを考察した。その結果、一定以上
の保険加入期間を有する者に対し、年金の算
定要素の一つである「報酬点数」の値を一定
程度引き上げる、という形での改革が志向さ
れていることが明らかになった。 
 これら二つの制度の検討を通じて、稼働能
力を持たない者への二次分配は十分に行い
つつも、稼働能力を持つ現役世代に対しては
就労促進による「二次分配への依存」から「一
次分配への参加」への移行を重視し、老齢世
代に対しては、長期的に一次分配に参加して
いた者への相応の二次分配の保障が企図さ
れていることから、あらためて、エアハルト
型の影響が見られると結論付けた。 
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